
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成２５年６月１２日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：スクールソーシャルワーク事業の確立のために、実証的研究を重ね、

実践モデルを模索してきた。そのモデルを本格的に実施できるようプログラム化し、実際に試

行調査を行い、その効果を明らかにした。実践モデルに沿ったスクールソーシャルワーカーの

動きを表すＤＶＤを作成し、そのモデルの普及に努めた。さらに、その評価を得て、進化すべ

く新しくメゾ・マクロ実践における課題を取り入れてスクールソーシャルワークのあり方を追

求した。 
 
研究成果の概要（英文）：In order to establish school social work, we have sought the models for 
school social work practices by performing empirical studies. After programing the models that can be 
implemented actually, we conducted trial survey and demonstrated the effect of the models. Making a 
DVD that shows how school social workers should practice could spread the models. In addition, we 
underwent evaluation of the models and researched how school social work should be by taking into 
account the problems of mezzo and macro levels of practices toward a new goal. 
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１．研究開始当初の背景 

先行研究で議論されてきたスクールソー

シャルワークは、日本では制度的実体のない

なかでの研究であり、日本においてはミクロ

レベルの実践に関する研究に終始してきた

（Allen-Meares,P., 

Washington,R.O,&Welsh,B.L,=2001 ; 山野

2006）。しかし、2005 年に大阪府がスクール

ソーシャルワーク事業を開始し（大阪府教育
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委員会,2005）、教育行政と協働で取り組んで

きた、その実践をモデルにソーシャルワーク

研究として提示し（山野 2006；2007）、文部

科学省においてプレゼンテーションを行い、

実証的研究の結果を示してきた。また大阪府

スクールソーシャルワーク事業は実践現場

の視察を受けてきた。そのような動きのなか

で、国の事業として 2008 年スクールソーシ

ャルワーク事業の実施を実現してきた。つま

り研究レベル、実践レベルにおいて、教育行

政との協働、ミクロ実践からマクロ実践まで

の展開を提示してきた。これは、スクールソ

ーシャルワーク研究や実践の発展に大きく

つながったと考える。 

具体的には、2009 年度まで実施してきた

「日本におけるスクールソーシャルワーク

の実証的研究―福祉の固有性の探究―」におい

て、ニーズ調査から、一定の実践モデル作り

まで行い、発表してきた（平成 19 年度科研

報告書；日本学校ソーシャルワーク学会

2008；日本社会福祉学会 2008；日本子ども家

庭福祉学会 2009；国際スクールソーシャルワ

ーク学会 2009）。さらに、この経緯は社会福

祉学研究においても海外においても注目さ

れ、発表の要請を受けてきた経緯がある（業

績欄参照：日本実践理論学会企画シンポジウ

ム 2009；日本社会福祉学会大会企画シンポジ

ウム 2009；スクールソーシャルワーク国際学

会 2009）。カナダ・オンタリオ州トロント市、

アメリカ合衆国・イリノイ州のスクールソー

シャルワークの調査も行い、まとめている

（山野 2007；2008）。またイリノイ大学との

国際交流を実施し、全国からの参加者を得た

（山野・徳永 2009）。このように先進地のス

クールソーシャルワークからの学びも生か

しながら、日本のあり方を模索してきた。そ

の日本独自の始まりを海外に発信すること

も行ってきた（スクールソーシャルワーク国

際学会 2009）。今後、スクールソーシャルワ

ーク開発を実証化する必要があるであろう。 

つまり、現段階で明らかにしてきたことは、

学校のなかで、特にスクールソーシャルワー

クの必要とされる領域を明確化し、その領域

におけるスクールソーシャルワーク実践の

プロセスを示してきた。それは、単なるミク

ロ実践や技術ではなく、学校という実践の場

であることや、教師の価値観や認識からなる

学校文化（志水 2005）に、そして教育委員会

という教育行政に大きく影響していた。これ

らも含めてのプロセスを考える必要があり、

日本における学校におけるソーシャルワー

ク実践の独自性である。 

 
２．研究の目的 

①スクールソーシャルワークを開発するプ

ロセスを明示化することによって、マクロ

実践を明らかにし、事業化に至る全体像を

明らかにする。イリノイ大学において、今

まではミクロレベルの調査を行ってきたの

で、マクロレベルの経緯を明らかにするた

めに必要なヒアリング調査を行う。 

②今までの研究、グラウンデッド・セオリ

ー・アプローチによって明らかにした、教員

が最も困難を抱えている領域―保護者に問

題意識のない領域―において、実践モデルを

試行、普及させる。 

③実践モデルを場面特化する形でわかりや

すく DVD 化し、普及する。 

④並行して、スクールソーシャルワーク実践
の効果測定を実施する。 

 
３．研究の方法 

①海外ヒアリング調査、②試行調査、③DVD
作成、④コスト評価法なども検討し効果測定
を行う。 
 
４．研究成果 
 海外ヒアリング調査結果は学会誌に掲載
し、英文バージョンの HP、試行調査結果を含
んだ「スクールソーシャルワークハンドブッ
ク改訂版」、スクールソーシャルワーカ―の



 

 

活動の 1 つケース会議のプロセスの DVD、効
果測定お結果のリーフレットを作成した。 
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